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図1）第20回医療安全大会申込者人数・職種（n=179) 図2）申込者の所属施設内訳（n=179)

図3）申込者の所属地域内訳（n=179) 図4）参加予定の内容（複数回答）（n=179)
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図5）医療安全大会を知った媒体（n=179)
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図6）申込者の年代（n=179)

第20回医療安全大会について

Ⅰ．申込者について（n=179）
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図7）第20回医療安全大会参加者数・職種（n=191)

図8）第20回医療安全大会参加者ｱﾝｹｰﾄ人数・職種（n=91) 図9）医療安全大会への参加回数（n=91)

図10）医療安全大会の参加理由（n=91)
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図11）特別講演は参考になったか（n=91)

Ⅲ．参加者アンケート（n=91、回答率47.6％）

Ⅱ．参加者について（n=191）
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図12）鼎談は参考になったか（n=91)
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図13）最優秀チーム活動の発表は参考になったか（n=91)
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図14）医療安全推進ポスターは自施設で活用しているか（n=91)
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図15）全体を通して医療安全大会は有意義だったか（n=91)
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Ⅳ.第20回医療安全大会についてとご意見・ご感想 
 

1）講義内容や講演に対する評価  

1.とてもためになる内容でした。 

2.意思決定支援の必要性 IC から SDM へ 患者を尊重した意思を確認することが医療の安全、安心な治療、

看護に求められていることを理解した。看護の現場に生かす、参考になりました。 

3.医療安全に関わる上でとても参考になる内容でした。ありがとうございました。 

4.各施設の取り組みが活動のヒントになり、参加して良かったといつも感じています。特別講演も自施設の課題に

マッチしていて有意義でした。 

5.患者中心からから人間中心 個の価値観を尊重して、患者を含むチーム作っていく。 日々のコミュニケーションを

意識的に行い、気持ちの表出に繋がるようにする。 

6.先生方のお話やチーム発表の内容が、とても勉強になりました。ありがとうございました。 

7.相馬先生のスライドが欲しいのですが、いただけますか？ 職員への教育として使いたいです。また、システム変更

の手立てにしたいです。 

8.今年度は、相馬先生の特別講演はとても興味深く、是非当院でもご講演いただきたい内容でした。 

9.伊藤先生のお話がとても興味深く印象に残りました。先生のような方と一緒に働きたいなと思いました。 

10.初めて参加させていただきました。相馬先生のお話が勉強になりました。希望や価値観を引き出す役割として、

再認識しました。普段、看護師やワーカーが聞き出してくれる情報に助けられています。 また重要他者という視

点について、院内でも考えたいと思いました。 

11.短い時間の中でたくさん内容があり、もう少し相馬先生の話など伺える時間があるとよかった。 

12.どの先生方もとても楽しく、また学ぶ事も多くありました。有意義な時間でした。今後の活動にもいかせていきた

いと思います。 

13.患者様を中心とした医療へのシフトの必要性 

14.貴重なお話ありがとうございました 

  

2）全体の評価や印象  

15.会場だけではなく、配信も検討して頂けると嬉しいです 

16.会場も近くとても良かったです。研修内容もとても参考になりました。有り難うございました。 

17.場所も時間も参加しやすくて良かったと思います。 

18.毎年参加しています。テーマがとても興味深いものでいつも楽しみにしています。 

19.今回、初めて参加させていただきました。大変勉強になりました。 

20.公演の資料が大きめで、大変見やすかったです。 

21.大変参考になりました。 

22.相馬先生のお話が終わったら大量に帰られた方々は、講演中も、スマホでゲームをしたり、ずっと小声で話をし

ている方が多くやや迷惑でした。ですが相馬先生の講演は大変役立ちました。 

  

3）今後の改善点や希望  

23.タイムリーな話題、訴訟問題になった事例などを踏まえての講義を希望します。  
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